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英語劇団ThePeachPitsの活動報告と
授業への演劇の導入に関する一考察
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演劇を導入したESLの授業が,受講生の英語能力 (音声,語尭及び身体表現)の向上に有効だと言われる｡本学の英

語コミュニケーション学科では,過去6年に亘って,部活という形ではあるが,一部の学生に対して,舞台を作り上げ

る過程で総合的な英語指導を実施してきた｡経験的に知り得た演劇による効果を考慮し,ドラマを演習として授業に取

り入れ,カリキュラムの中に定着させたいと思っている｡この可能性を考えながら劇団のこれまでの活動を報告する｡

0.は じ め に

本小論では,英語コミュニケーション学科所属の英語

劇団ThePeachPits(桃の種)の活動を報告する｡さら

に,劇中で使用する自作スクリプ トの有用性を論じ,演

劇活動の授業-の導入を検討する｡｢発音やイントネー

ションが良くなる｣という演劇の効用のために,授業で

取り上げる価値が大いにある演劇活動であるが,.授業と

して扱うには大きな問題が妨げになっている｡その間題

と解決方法を探る｡

1.英語劇団の誕生

平成11年4月,現在の ｢英語コミュニケーション学科｣

が,｢英語英文科｣から名称を変更し,新たなスター ト

を切った｡これを機に,執筆者の一人である佐生が,前

任のネイティブ講師,スティーブン･サレル氏の協力を

得て,演劇を媒介にした英語･コミュニケーション教育,

及び異文化理解教育の実践の場として,英語劇団を立ち

上げた｡劇団∠鋸ま,岡山名産の白桃と桃太郎にちなんで,

ThePeachPits(桃の種)と名付けられた｡

2年生12名と1年生5名からなる総勢17名｡今にして

思えばかなりの大所帯で,｢英語劇をネイティブの眼前

で｣を目標に掲げて劇団の活動が始まった｡設立後の最

初の目標として,在岩国の米軍基地を訪問し,在留米兵

を観客として公演を行うという計画が立てられた｡実際,

演題を2つ用意して,この目標に向けて稽古に励んだが,

｢たとえ交流が目的であるとしても外部の団体は基地-

の立ち入りは認められない｣という,至極もっともな理

由で計画は没になってしまった｡意気消沈した劇団は,

結局,どこの舞台に立っこともなく,演技をビデオに収

めただけで,初年度の活動を終えた｡

翌12年,ThePeachPitsは短大のサークルの一つに加

えられ,佐生が顧問兼座長として,劇団の指導に関わる

と共に,学科のバックアップを強化し,年に一度の定期

公演を実施するようになる｡続く13年には,サークルか

ら部-の昇格が認められ,英語劇部として活動を継続す

ることになる｡

設立当初から数年間は,学科イベントのための専属劇

団の様な存在でしかなかったが,17年度には,6月に開

催された中国学園の新イベント ｢七夕祭｣に出演するな

ど,全学的な活動が展開された｡この七夕祭では,音楽

科の ｢音楽牧場｣とのジョイントという新しい試みがな

されている｡
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2.英語劇団ThePeachPitsの活動

表1には,劇団が過去6年間の公演で扱った題目が記

載されている｡表記が英語とあって紛らわしいが,日本

の昔話が3本 (｢浦島太郎｣｢サルカニ合戦｣及び ｢桃太

郎｣),順番に1年または2年おきに上演されている｡加

えて,表題に "Santa"が含まれるものが2つあり,前

述の七夕祭で演じられたものが1つ加わっている｡後者

の3つについては,それぞれ学科のクリスマス会,及び

学園の七夕祭で演じられた短編であることと,扱ってい

る内容の性質上,劇団の活動としては ｢余興｣的な位置

づけになっている｡このため,以下では,主に ｢日本の

写真1 UrashimaTaro平成17年7月

昔話3本｣について論じることにし,余興の3本につい

ては必要に応じて言及する程度にとどめる｡

上で示唆したように,劇団ThePeachPltsは,主な演

題として,日本の昔話を積極的に取り上げている｡英

語による演劇といえば,通常,シェークスピアに代表さ

れる英文学に題材を求めることが多いと思われるが,学

科が掲げる ｢発信型｣の英語コミュニケーション教育を

実践すべく,劇団では ｢借り物｣や ｢物真似｣でない土

着の文化遺産から題材を拝借している｡現在のレパート

リーは上記の3点である,それぞれ過去に実施された米

国やオーストラリア-のホームステイ研修の際,ホスト

ファミリーを前にして,実際に学生が演じた作品である｡

これらの現地での舞台が大受けしたことが,劇団をして

日本の昔話に演題を限定する理由となった｡

写真2 Momotaro平成17年12月

年度 夏季公演 (7月) 冬季公演 (12月)

12 TheTaleofUrashimaTaro:TaroGoesDownUnder

13 TheBattleBetweentheMonkeyandtheCrab

14 SantaClausisComin'Chu-tan

15 Momotaro:ThePeachBoyTheTaleofUrashimaTaro:TaroGoesDownUnder

16 TheBattleBetweentheMonkeyandtheCrab Santa&theReindeers

17 七夕祭 (6月) TheTaleofUrashlmaTaro:TaroGoesDownUnder Momotaro:ThePeachBoy

表1 過去の公演題目
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3.自作スクリプトの有用性

劇団ThePeachPltsが演じる演題のスクリプトは,結

成以来,すべて自作のものを用いている｡今後もこの方

針が変わることはないであろう｡前章で見た6つの作品

のうち,3つの昔話については,それぞれ佐生が執筆し,

歴代のネイティブ講師が加筆 ･修正を施している｡他の

3編も佐生が書き下ろしたものである｡劇団が自作の作

品にこだわる理由を,英語教育 ･コミュニケーション教

育の観点から,2つ論じておきたい｡

3-1創作意欲へのインセンティブ

一つめの理由としては,学生の創作意欲を喚起すると

いう利点がありそうだということ｡身近な教員の執筆

による自作スクリプトの使用は,劇に取り組む学生自身

が自力で作品を書き始めるインセンティブになり得るの

である｡過去の事例であるが,｢面白いセリフがあれば

付け加えてもかまわない｣という発言を受けて,｢自分

のセリフをこの様に変えたい｡こんな英語でかまわない

か｣と申し出る学生が何人かいた｡｢そのセリフは,あ

なたの次のセリフに関係があるから,変えられない｣と

答えながら,セリフ間の関係を説明したことがある｡小

さな第一歩ではあるが,創作意欲の萌芽である｡スクリ

プトに散りばめた言葉のつながりや連関を意のままに説

明できるというのも自作の強みであろう｡ シェークスピ

アならづとも著名な劇作家の作品等を演題に取り上げた

場合,学ぶことはもちろん多いものの,創作意欲が芽生

えることは希であろう｡

3-2ジョークを英語で

｢英語でジョークが言える｣ように学生を指導するこ

とは,不可能でないとしても,かなり難しい作業に違い

ない｡ジョークの才能などは,およそ天性のものであっ

て,訓練次第とは行かないであろうが,笑いを引き出す

セリフを組み入れたスクリプトを介して,ジョークが成

立するメカニズムを学ばせることは可能かもしれない｡

この様な経験を通して,コミュニケーション技能として

のジョークの感性を鍛えることが出来るのではない かと

思っている｡これが自作スクリプトにこだわる第二の

理由であり,可能な限り ｢笑えるセリフ｣を組み込もう

とする理由でもある｡以下,｢サルカニ合戦(TheBattle

BetweentheMonkeyandtheCrab)｣からの抜粋を参照

しながら,笑いの構造について触れておく｡

3-3 ジョークの構造分析

以下に取り上げるスクリプトは,ナレーターが小ガニ

たちの仇であるサルが,｢相当に凶暴なサルだ｣という

巷の噂を告げた後の行である｡

最初の話者Hornet(蜂)によるジョークは,ある種の｢三

段論法｣から発生している｡ここでは,各センテンスを

頭から,｢導入｣,｢展開｣,｢落ち｣と呼んでおく｡もちろん,

｢落ち｣で笑いを誘う段取りである｡

まず,｢導入｣ で "impossible"という単語を用い

て状況の説明がなされる｡ここが "dlfBcult"や "not

easy"では話にならないのは言うまでもない｡続いて,

売れ筋の洋画,"MissionImpossible"のタイ トル名が

出される｡｢我々だけで,サルをやっっけるのは不可能

だ｣という導入のセリフから,｢不可能な任務 (Mission

Impossible)｣を連想することは難しくない｡そして,

映画中の主役であるトム･クルーズの名前が飛び出す｡

日本の昔話に現在の俳優名が登場する意外性も手伝っ

て,笑いが生まれる｡

次のKidCrabB(子ガニB)が放つジョークも,基本的

に同じ構造である｡導入で,Mr.George Bushという人

名を出す｡またもや日本の昔話には無縁の名前が登場す

るが,Hornetによる ｢トム ･クルーズ発言｣によって,

すでに違和感のないものになっている｡いきなりGeorge

Bushが出てきていたら,あまりの唐突さに効果は半減す

るものと推測される｡導入でブッシュ氏に ｢米兵の一部

を派兵する気はないか｣と尋ねてみてはどうかという,

非現実的でかつ無茶な提案は,これだけでも ｢笑える｣

かもしれないが,この提案が意外と ｢無茶｣ではない思

えるように話を進めて,笑いの増幅を狙うのである｡つ

まり,｢展開｣で大統領選が近いことを知らせ,｢有権者

の歓心を買うためには何でもするだろう｣と落とすので

ある｡

最後のChestnut(栗)のセリフであるが,ここでの笑

いは,｢対比｣と佐生が呼ぶ手法から発生する｡セリフ

の前半と後半の発言内容(或いは内容に反映される人格)

にギャップを生じさせることで笑いを誘う手法である｡
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前半部分のChestnutからは,Hornetによるブッシュ大統

領に対する不遜とも取れる発言を,諭すセリフが発せら

れる｡そんなクールさとは対照的に,続くセリフでは,｢私

はトニー ･ブレアが好みだわ｣などと豹変している｡

3-4 自作スクリプト,その他の利点

この章を締めるにあたって,自作スクリプトならでは

の2つ利点を書き加えておきたい.一つ目の利点は,役

を演じる個々の学生に応じて,セリフを創作出来ること

である｡上で論じたChestnutのセリフを例に取ると,莱

際にChestnut役を演じた学生がブレア英国首相のフアン

であったという事実を考慮して,セリフが書かれた｡こ

の学生の,このセリフ-の思い入れには格別のものが

あった上に,脚本を書く側も大いに楽しんだようであ

る｡もう一つの利点は,その時々に話題になっている国

内外の時事問題を自由自在に加えることが出来ることで

ある｡上で述べた米国の大統領選などはその一例である｡

自作の ｢桃太郎｣では,過去2回,ジョージ･ブッシュ

米国大統領のスピーチの一部を拝借して,劇中で演説を

行っている｡

3-5 スクリプト

以下に上で解説を試みた台詞を記載する｡

Hornet:Iftherumorlsright,汀 simpossiblefor

usalonetogetthemonkey. Thiswouldbewhat

theycall"MissionImpossible,"youknow.Wehave

noTomCruisearoundhere.

[もし噂が本当なら,我々だけでサルをやっつけるのは

不可能だ｡これは,いわゆる ｢ミッション･インポッシ

ブル(不可能な特殊任務)｣というやつだな｡ここいらに,

トム･クルーズはいないしな｡]

KidCrabB:CanweaskMr.GeorgeBushifheis

interestedindispatchingsomeofhissoldiersto

helpus? ThisisanotherelectionyearintheUS,

youknow. Iguesshewoulddoanythingtoattract

thevoters.

[ブッシュ大統領に米兵を一部派遣する気はないか尋ね

てみたらどうかな｡米国では,今年また選挙があるから｡

有権者の気を引くために何でもやるんじゃないかな｡]

Hornet:Well,Idoubtit. Haveyoueverhada

chancetoseesomeofthepicturesinMr.Lemmer's

ofBce? Imeanthosepicturesheputonthewall.

ThereareseveralpicturesofMr.Bushsideby

sidewiththoseofmonkeysandchimps. Now,let

metellyou,Mr.presidentsurelookslikea

monkeyand,well,Imean,thoseanimalslooklike

thepresident. Well,Ⅰ'mjusttryingtobepolite

here. Anyway,whatrmsayingisthatMr.Bush

wouldfeelstronglytowardmonkeys;andtherefore,

itwouldbeoutofthequestionforhimtobemean

totheanimal.

[それはどうかな.レマ-先生の研究室にある写真を見

たことがあるか｡彼が壁に貼ってる写真だよ｡ブッシュ

氏の写真の隣にサルとチンプの写真が貼ってある｡あの

ね,大統領の顔がなんとサルに似ていることか,いや,

サルが大統領に似ていると言うべきか｡不遜にならない

ように｡私が言わんとしていることは,ブッシュ氏はサ

ルたちに愛着をもっているだろうから,彼がやつらに意

地悪くするなんて考えられない,つてこと｡]

Chestnut:AreyousuggestingPresidentBush

resemblesamonkey? Weshouldneversaythings

likethis,atleast,inpublic. Heisaheadofa

stateanddeservesthedeepestrespectevenfrom

peopleofothercountries. Allright? Speaking

ofheadsofastate,IpreferTony,TonyBlair.

Oh,Tony,mydear.

[あなた,ブッシュ大統領がサルに似てるっておっしゃ

るの｡そんな事,決して言うべきことじゃないわ,すく

なくとも公衆の面前では｡彼は国家元首であって,他国

の国民からも深い尊敬の念を払われて然るべきだわ｡お

分かり｡国家元首といえば,私はトニー,トニー ･ブレ

ア氏が好みだわ｡お一,愛しのトニー様｡]
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4.英語劇の授業への導入 :その利点と問題点

インフォーマルに行った劇団の学生8孝.(卒業生を含

む)-のインタビューでは,全員から ｢授業で同じ事が

できれば,良いと思う｣と回答があった｡演劇を授業に

導入するメリットは,確かにいくつも考えられるのであ

るが,主に評価の問題がネックになって,現在,英語コ

ミュニケーション学科では導入に二の足を踏んでいる｡

以下,利点と問題点を考察しておきたい｡

｢一つの演題に取り組んで,どの様な効果があったか｣

と尋ねると,以下の事項が複数の団員から回答として出

された｡回答数の多いものから順に並べてみる｡

1)発音やイントネーションが良くなった｡(8人)

2)自信がついた｡(5人)

3)語嚢が増えた｡(4人)

4-1 発音とイントネーションの向上

音声学的な改善に関する1)については,奥村 (2004)

がゼミの英語劇公演を成功させた後にゼミ生から得た反

応とも合致する｡1)劇団ThePeachPitsの場合,英語

コミュニケーション学科のカリキュラムに,授業科目と

しての ｢スピーチ ･クリニック｣がないこともあって,

稽古の間に行われる個人指導が学生の音声面の向上 (特

にイントネーションとリズムの点で)に大きく貢献して

いるようである｡但し,この章のテーマである ｢授業-

の演劇の導入｣によって,同程度の効果が得られるかは

疑問ではある｡なぜなら,舞台を目指して行われる音声

指導に費やされる時間は,-コマの授業で各学生に配分

できるものとは比較にならないほど多いからである｡し

かし時間的に制限された授業内の場合でも,それ相応の

効果が期待できるかもしれない｡スタン (1983)の戟告

によれば,ESLの学生が ドラマ活動を通して,授業の目

的である発音とイントネーションの改善ができたとあ

る｡2)

4-2 自信がついた

演劇活動を通して,英語を話す自信,それも人前で話

すことに怯まない自信を身につけたと言う団員が少なく

ない｡同様の報告を,前出のスタン(1983)も行っている｡

主役やそれに匹敵する大役を果たした者ほど,舞台後の

自信の度合いが大きいのは言うまでもない｡団員の一人

は,｢やる前には,自分には絶対不可能と思っていたこ

とが,実際には出来たんですからね｣と成し遂げたこと

の大きさと感慨を語った｡授業内の演劇の場合,台詞の

量などにおいて,縮小することになると思われるが,舞

台の達成感は同様の自信を学生にもたらすことであろ

う｡

4-3 語曇が増えた

英語による演劇のもう一つの効用は,語嚢の増大であ

る｡これには,まったくの新語が増える場合と,知って

いても実際には使えなかった語嚢が,発話の場で使える

ようになる,所謂RecognitionからProduction-の移行

というのが考えられる｡新語の習得が,即Productionに

つながるのが演劇の利点であろう｡さらに,ほとんどの

台詞がセンテンスから成立している以上,増えるものは

語嚢(words)に留まらず,表現(expressions)が加わるこ

とは言うまでもない｡また,自分の配役の台詞だけでは

なく,前後にある他者の台詞を知っておかないと自然な

立ち振る舞いが出来ないために,覚える必要のある台詞

がさらに増えるという事実も,語嚢と表現の増大に貢献

している｡

配 役 登 場 回数 台 詞 数

サ ル 24 112[5]

母 カ 17 45[2]

子 カ ニ A 10 26[2]

子 カ ニ B 14 26[8]

は ち 8 23[8]

ク リ 8 19[3]

~ウ ス 10 29[4]

表2 登場回数と台詞数

表2は,｢サルカニ合戦｣ に登場する配役と各自の登

場回数 (または発話の機会)及び劇中で述べる台詞の総

数を示したものである｡サルを例に取ると,発話の機会

を24回与えられて,全部で112のセンテンスを口にする

ことになる｡括弧内の数字は,リーディングの際いに｢長
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い文｣と見なされる16語以上からなるセンテンスの数を

示している｡サルの場合は5つ,ナレーターの場合は,

半分以上の28である｡これだけの量を記憶し,自由に使

えるようになるまで訓練すれば,語嚢も表現も増えない

方がおかしい程である｡

414 導入への問題点 :評価の仕方

演劇を授業に取り入れる際の問題点は,何を基準にし

て評価するかにつきる様に思われる｡表2にある数字が

示すものは,配役によって,｢課題の量が違う｣ことで

ある｡上の ｢サルカニ合戦｣の場合,台詞の数が112対

19となるサルとクリを,同じ土俵で評価することは不可

能であろう｡

問題を回避する方法は2つある｡一つは,台詞の数等,

登場人物の負担を可能な限り均一にすることである｡こ

の様な制限が加わると,適当な教材が簡単に見つからな

いということが起こるであろうが,その場合は担当者が

自作のスクリプトを創作すれば良い｡自作スクリプトの

効用が,極めて高いことは小論で述べてきた通りである｡

さらに担当教員自らが筆をとることで,授業に対する教

員の熱意のほどが参加する学生に伝わり,指導の上で,

好ましい影響を与えることは十分に考えられる｡また,

授業では劇団ThePeachPltsのように,日本の昔話に

拘る必要がないので,題材を広く日常の話題に求めるこ

とも可能である｡

もう一つの方策は,厳密な意味での評価を放棄するこ

とである｡評価方法が確立していないことを理由に,演

劇の導入に伴って発生するであろう幾つもの利点を活か

さない手はない｡授業の本来の目的は,学生の英語力を

伸ばすことであって,評価それ自体が目的ではないので

あるから｡また,評価の放棄といっても,もちろん全く

の無評価ではない｡与えられた役を作り上げていく段階

で,英語の音声面と演技力の向上に対して,どれくらい

の努力が払われ,どこまでの役作りに成功したかを,ま

ずは本人自身で自己評価を行い,担当教員の見解と摺り

合わせて,最終的な評価を出せばよい｡他者との比較に

よる評価ではなく,あくまで自己完結的な評価が望まれ

るところである｡

お わ り に

本小論では,現在,中国短期大学のクラブの一つとし

て,英語による演劇活動に携わっているThePeachPits

を紹介してきた｡年間に2度の公演では,日本の昔話が

自作のスクリプトを用いて演じられている｡スクリプト

には,ジョークがふんだんに盛り込まれ,笑いのコミュ

ニケーション技法に触れることができるようになってい

る｡

英語劇の練習を通して,音声面の上達,語嚢の増加,

さらに英語を話す自信が増幅するという効果が確認され

ている.これらの効果が,授業の一環として演劇に取り

組んでみたいと思わせる要因であるO但し,配役によっ

て,台詞の数が異なるなど,評価を著しく困難にする要

因もある｡現在の英語コミュニケーション学科の総意は,

｢一人でも多くの学生に英語劇の面白さに触れるチャン

スを与えてあげたい｣というものである｡早期の導入が

実現するように,鋭意取り組んで行きたいと思う｡
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